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Profile─みうら　あさこ

1995年，大阪大学大学院博士後期課程中
退。博士（人間科学）。著書は『大学生の
リスク・マネジメント』（分担執筆，ナカ
ニシヤ出版），『人文・社会科学のための
テキストマイニング』（共著，誠信書房），

『インターネット心理学のフロンティア』
（共編著，誠信書房）など。

この人をたずねて

　 三 浦 麻 子 先 生 のwebサ イ ト
（http://asarin.team1mile.com/）
にあるように，先生の研究のご関
心は「コミュニケーションやイン
タラクションが新しい「何か」を
生み出すメカニズムを解明するこ
と」で，この課題にソーシャルメ
ディアなどの大規模なログデータ
の内容分析や実験室実験，社会調
査など，複数の方法論を組み合わ
せてアプローチされています。近
年は，心理学における実験結果の
再現可能性やオンライン調査にお
けるサティスファイス（協力者が
調査に際して応分の注意資源を割
かない回答行動）など，心理学全
般に関わる問題にも取り組んでい
らっしゃいます。
　このようなアプローチの多様
さ，研究関心の多様さというこ
ともあって，先生は多くの共同研
究を実施され，まさに「他者とコ
ミュニケーションをすることで新
たな価値を生み出す」というご
自身の研究関心を実践されてい
ます。今回のインタビューでは，

「共同研究」をテーマにお話を伺
いました。

■三浦先生へのインタビュー

─先生が実践として「共同で価
値を生み出す」ということをされ
てきた理由を聞かせてください。
　わたしは「いろんなことを整理
して，高い視点で理解する」とい
うことが苦手で，理論よりも実際
にそこにある現象について，それ
が何を意味しているのかを考える
のが好きなんです。でも，それだ
と研究としては足りない部分があ
る。そういうときに，理論をちゃ
んと知っている，そういう人に近
づくとか，データの分析にして
も，統計学がこれまたひどく苦手
なので，少し変わったアプローチ
で分析している人を見つけたり。
自分が提供できるものと合わせた
ら面白いことができるんじゃな
いか，そう思っていろんな人と関
わっています。
　でも，別に何か明確に意識して
人を探しているというわけではな
いんです。学会なんかに行くと，
自分が苦手なこと，できないこと
を得意な人がたくさんいることを
知ることができますよね。最近で

はTwitterでのやりとりで，「こ
の人，面白い」と思って，何かの
チャンスで一緒に何かできないか
なぁと考えたり，逆に「やりませ
んか」って声を掛けていただける，
ということは結構ありますね。
─まず目的があって共同研究が
始まるものだと勝手に思っていま
したが，逆なんですね。「その人と
何かを」ということなんですか。
　人ベースでやってますね。そも
そもわたしは好きなことは勝手に
自分でやって得意になるんですけ
ど，苦手意識があることをある程
度克服できたっていうのはぜんぶ
人ベース。中学，高校のとき，数学
も化学も苦手だったんですけど，
先生がすごくタイプだったんです
よ（笑）。好きだと思うと勉強を
頑張っちゃう。物理の先生はあま
り好きじゃなかったから苦手なま
ま，って感じなんですよ。
　面白い人に会うと「この人と何
か一緒にできるとしたら何だろ
う」と考える。さっき言ったよう
に理論追究型ではまったくないの
で，別にテーマは何でもいいんで
すよ。自分が関心持てて，面白い
なと思ったら，それをやるので。
　再現可能性の問題も，誰もなか
なか手をつけないけど，誰でもや
ろうと思えばできますよね。で，
そこにいろんな問題があって，難
しいけどチャレンジしがいがあ
る。いろいろな領域が絡むので，
この人と何かやりたいな，と思っ
ていた人と集いやすいって側面も
あるしね。
─再現可能性の問題に関して昔
から思っていることがあったと
か，そういう感じじゃなかったん
ですね。意外でした。
　そう。これいけるな，って思う
わけですよ。わたしの頭の中で
は，そこに旗とり競争みたいな旗
が見えていて，パッとそれとる。
サティスファイスの研究もそんな
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この人をたずねて

感じです。そういうときに旗をと
りたい人だから。わたしのことを
あまりしらない人は，なんか無茶
苦茶に，手当たりしだいやってい
るように見えると思うんです。で
も，まぁ，やらないよりやったほ
うがいいかなって。
─新しい価値が創発される，と
いう過程はすごく複雑なんだろう
と感じています。何らかの新しい
価値が生まれたときに，その現象
を分析して，納得できる形で説明
することは可能だと思うのですが，
予測となるとかなり難しい気がし
ます。そのあたりはどうでしょう。
　そうね。「こうすれば新しい価
値が創発する」というような単純
なものは，おそらくないはず。こ
ういう風にパラメーターを設定
すれば必ず，というのは，まぁシ
ミュレーション的にはあるかもし
れないけど，それを作り出すとい
うことは，統制しないといけない
要因が多すぎて私たちの日常では
難しいかな。ただ，はっきりと創
発のメカニズムがわかるという
わけではないけど，経験則という
か，こうすればある程度うまくで
きるっていうのはありますね。
─ぜひ，その経験則を教えてく
ださい。
　自分自身の共同研究の成果でも
あるけど，共通の関心を持ってい
るけど，ある程度違う観点から眺
めているとか，違う手法を持って
いるとか，多少違う考え方を持っ
ている人と一緒にやるのがいいか
なとは思います。そういう人を意
識して探すって言えばそれがコツ
かもしれないけど，結果的に共同
研究をする人はそういう人だって
ことなんですけどね。
　自分にはできないものや自分に
はないものを持っている，けど話
は合う，っていう人と知り合いに
なる。これはすごく大事。そうい
う人に出会うために，自分が面白

いと思ったことは積極的にシェア
していく。昔ならwebサイト，今
だとソーシャルメディアで，研究
室で身近な人としゃべっているよ
うな感覚で，いろんな人としゃべ
れるし。そういう場は貴重で，そ
れこそ創発の機会みたいなものを
与えてくれている。
─（インタビュー当日は三浦先
生がセンター長をされている，関
西学院大学社会心理学研究セン
ター〔http://www.kg-rcsp.com/〕
主催のwebサイト作成の講習会
だったこともあり）どういうweb
サイトを作ればいいですかね。 
　それはわからへん（笑）。まぁ
最低限，自分が何をやっているか
がわかりやすいようなもの。誰か
に役に立つような情報を提供でき
れば一番いいと思うけど……例え
ば，自分の使った尺度とか質問紙
とか，すでに公刊した論文のデー
タとか関連資料とかを積極的に発
信するとかね。作るなら出し惜し
みしない。あと頻繁に更新するこ
と。でも，「有益な情報をどんど
ん発信」とか意識してしまったら
よくない。
─関西学院大学社会心理学研究
センターについて教えてください。
　やっぱり，わたしは自分が持っ
ていない何かを持っているいろん
な人と共同研究するのがすごく好
きなので，それをしやすい場所を
作りたかった。今のところ，道徳
という社会心理学の根源的なテー
マを一つもってきて，いろんな領
域からアプローチするプロジェク
トを作りたいな，と考えています。

■インタビューを終えての感想

　お話を伺って強く思ったのは，
「面白いものは探すようなものじゃ
なくて，ふとした瞬間にたちあら
われてくるものだ」ということで
す。先生が「旗がみえる感覚」と
おっしゃったのが印象に残ってい
ます。自分はこれまで「何か面白
いテーマないかなぁ」と，意識し
て面白いものを探していたし，最
近は自分が面白いと思うことより
も「他の人から面白いと言っても
らえるか」とか「お金をとってこ
れそうか」とか他人からの評価を
考え，ついつい面白いと思われる
研究の条件みたいな（ありもしな
い）ものを考えてしまっていまし
た。「他人が何を面白いと思うか
なんて考えてもしょうがない，自
分が面白いと思ったことを一生懸
命やるしかない」。頭ではわかっ
ているつもりですが，なかなか。
　三浦先生は，本当に「他者とコ
ミュニケーションをすることで新
たな価値が創発される」というこ
とを体現していらっしゃって，お
話の一つ一つが自分にとって新鮮
で興味深いものでした。特に「自
分が面白いと思っていることを他
者と積極的に共有する」ことの重
要性については，なるほどなぁ !!
と思いました。
　自己紹介をするスペースがなく
なってしまいました。webサイト作
成の講習会で，「hirakawamakoto」

（http://mizunasu.net）を作成しま
したので，ご興味のある方はそちら
でご確認いただければ幸いです。

Profile─ひらかわ　まこと
2014年，広島大学大学院教育学研究科教育人間
科学専攻博士課程後期修了。博士（心理学）。
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